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Abstract :This master’s thesis focus on the generating process of each city’s theatre space 
including from the public hall to a small corner on the street. Viewing the historical aspects of 
that, we could find the wide variety of thinking, approaches and using ways to the Theatres 
and Performing arts there. Comparing with the background or historical aspects of theatre 
amusement among several cities, influenced with its inherent problems and policies, we could 
find the fact that we could lose irreplaceable spaces and experiences which could not be 
recalled. We could know some snobbery, bustle or uncanny spaces brought by theatres would 
be necessary evil for us as cities mature. In addition, particular place involves the symbolic 
entity, thus we would search for it through recognition the identical process of generating 
cities. 
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１． 研究の契機と目的及び研究方法 
本稿は、法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻
修士論文である。演劇に限らず、何らかのパフォーマン
スを人に見せる空間を、いくばくかの曖昧さを残しつつ、
今“劇場空間”と呼ぶ。だから都市の中の隙間のような、
オーディナリースペースに展開される劇場空間もあれば、
国立劇場やオペラハウスのように、単体建築物として存
在する常設公共施設もある。 
従来の劇場に関する研究は学際的に細分化され、民俗芸
能史や、劇場建築そのものだけで横断的にやりとりする
のではなく行われていた。そのため、劇場に関する研究
はここ数十年ほとんど進んでいない停滞した分野である。
劇場空間はごく簡単に、自然な形で私たちの眼前に現れ
るのである。非日常的空間の創設という点で劇場はその
存在を示すが、劇場史においては、流浪の遊民が場所を
流しながら行って来たパフォーマンス、仮設小屋の劇場
と、時の権力者、有産階級のパトロネージュで常設の建
築物の中で展開された劇場と、大きく２つに大別される
源流がある。 
 そして建築のコンペにしても多額の建築費用を使って
建てる公共建築物としての劇場は後者が主流である。私
は以前より建築学においては卑俗的なものとして蔑まれ
てきた仮設建築、見世物小屋には空間をとらえる重要な
コンテキストが含まれていると考えている。仮設小屋と
して演劇などのコンテンツを収める、包む空間としての
器の機能は脆弱である。しかし、その危うさこそ、非日
常性を演出するには長所（強み）にこそなると考える。
劇場空間は都市空間の中でとらえ、都市の進行と衰退の
中で共存しながら動き続けている。本稿ではその確認の
ためにいくつかの時代といくつかの都市を題材に、都市
の中での劇場空間を考察した。その劇場が生まれ、ある
いは設置された「場所」に着目し、その場所が本来そこ
にもつ象徴的意味をもとに、時代的な“不安の表象”を
さぐったのである。私は劇場（常設、仮設）が存在する
場所性に強く関心をもち、その場所にどうして劇場が生
まれたのか、なぜそこなのか、そして生まれた結果その
場所はどのように周辺に作用していったかという、場所
の象徴的意味を探りながら、「不安」をもたらす要因を
さぐりたいのである。きらびやかな大規模公共建築物と
しての劇場にはない、猥雑で隠避で時の為政者に「悪所」
と呼ばれる場所に存在した常設、仮設の劇場空間をとり
あげる。そこはタブーが集まる場所で、同時にエネルギ
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ーもあり、そしてその場所は時の人々の不安を表象して
きた。 
結局、私たちが生きているこの都市空間に一種の不安
をもつ「劇場空間」を求めているのであり、その存在意
義は充分にあるのだとわかるのである。 
研究方法は主に文献調査、ヒアリング、アンケート調
査と分析である。 
 
２． 用語の定義 
ここでいう不安は、広辞苑にいう「安心でないこと」
（uneasiness）ではなく、もっと現象面からとらえた、悪
所空間に漂う猥雑性、いかがわしさ、罪悪感、そして焦
燥感一般を含む uncanny という概念でとらえており、同
時にネガティブな発想には基づいていない。私は、その
ような空間が常に日本に存在していなければならないと
考えている。 
「空間の表象」 
とは、フランスの社会思想家、アンリ・ルフェーベルが
その著書『空間の生産（原題： La production de 
l’espace ）』にて述べた概念で、「生産諸関係、そし
て聖餐諸関係に課する“秩序”に従って、認識、記号、
規範さらには」正面からの正統な「諸関係に結びつけら
れる。つまり思考される空間である。科学者の空間、経
済学者の空間、都市計画家の空間、区画割りを好む技術
官僚の空間、ある種の科学的性癖を持った芸術家の空間。
これらの空間はすべて生きられる経験や、知覚されるも
のを思考されるものと同一視する。これが社会における
支配的な空間」であるという。 
「盛り場」 
ケハレの都市空間の一つであり、飲食店、遊戯場、風俗
営業、飲屋街、歓楽街の総称でにぎやかな場所を言う。
またデパートや各種小売業等を代表とする繁華街もにぎ
やかさでは同じでも本用語に含めない。 
「劇場空間」 
演劇、芝居を行う場所、あるいはそれらを表現する空間
をいう。今日シアターと呼ぶ、収容人員の決まった中規
模、大規模な多目的ホールから街区の仮設舞台、オーデ
ィナリースペースまでおよそ演劇、芝居のパフォーマン
スを行う場所全てをさす。 
「興行空間」 
本稿において興行空間とは劇場空間に見世物、曲芸、サ
ーカス、音楽ホール、ライブハウス等個人または複数の
人間による自身の身体あるいは道具、動物等を用いて行
うパフォーマンスを表現する空間をさす。なお、サーカ
スをはじめとするいくつかの分野は演劇的要素と興行的
要素を意図的に混成していったフランスの例もあり、中
間的な立場にあることもある。 
 
３． 劇場の誕生史 祝祭に始まる表現空間の創出 
 
（１）西洋劇場空間の変遷 
劇場空間の歴史をみるため、歴史上、建築的観点から西
洋と日本のそれぞれの劇場空間がどのように生まれ、技
術的に芸術的に発展してきたのか、最後は現在進行形の
形でとどめ、流れを追う。いわゆる矩形の舞台の上で台
本どおり、演出どおりに芝居が行われる空間にフォーカ
スする。本章では西洋と日本がいかに生成過程において
違いをもっていたのか分かるだろう。 
古代ギリシャ劇場／古代ローマ時代／中世の劇場空間の
成立／近世・ルネサンス期の演劇空間独特の発展を続け
た英国劇場空間／イタリア式劇場の登場／近代の劇場空
間／20世紀における劇場空間 
 
（２）日本劇場空間の変遷 
江戸時代の劇場空間／明治時代／第二次世界大戦後／ 
日本特有の劇場文化の二極化へ／アンダーグラウンド演
劇 
 
 
（３）次章への展開に向けて 劇場創成の都市空間にひ
そむ象徴的意味 
 
４． 都市の劇場空間生成過程に観る不安の表象 
 
 複数の都市の劇場空間の形成過程とその背景に含まれ
る場所の象徴性を考察する。考察対象時間はあくまで劇
場空間発生の「場所」が確認された時点より後の話であ
る。ここでは中世、近世の演劇の主要舞台となったロン
ドン、そしてシェイクスピアの「シアター」の誕生と、
劇場構成や周辺状況の様子を考察する。 
 
（１）都市の伝統と興行空間の混成 イギリス 
  ～テムズ バンクサイド、サザックを中心に 
 イギリスのロンドンのシティセンターから河を渡った
ところのバンクサイドに人々の賑わいが創出された背景
には、やはり最初に興行があり、そして劇場、つまり「シ
アター」が誕生するのである。 
 常設と仮設を合わせておよそ舞台の上で何かしらの表
現を行うことがイギリスにおいて最初に出現したのはい
つか。13 世紀半ばの宗教劇を教会内部で上演し、続いて
写真 国立劇場外観 
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図 1３ ペイジェント想像図 W.Hodges 作 
隣接した墓地で上演するといった外部に広がっていく劇
場空間をさす 
 英国で「劇場空間」というものが生まれた時代に遡っ
てみると、シェイクスピアが生まれた頃（16 世紀半ば）
イギリスで行われていた芝居は主として素人の役者が演
じた宗教劇だった。全ての演劇の根源は宗教的、道徳的
起源をもつといわれるように演劇を語る上で教会との関
係は最も重要である。現在、初期の演劇は、キリスト教
の重要な祭り、シナリオは僧侶たちが自分の手で書いて
演じていた。 
 中世初期は今日的意味の演劇をやっていたわけではな
い。劇場空間は移動的なものであり、一過性の不可逆な
ものだった。人間の集合と移動によって空間が創設され
ていた。それが端的に表されているのが、教会内で行わ
れていた演劇が外へ飛び出す瞬間である。 
 
バンクサイド付近にできる興行空間やそれと呼応する
かのようにロンドン市内に創られた盛り場に対しての行
動である、イギリスにおいてはそもそも演劇は教会から
始まったという見方ができるわけである。宗教劇につい
て、それまでは僧侶たちだけで play していたが、人気が
高まるにつれ、多くの役者が必要になり、教会の教区市
民が手を貸すようになった。しかし、教区民は参加する
だけでは飽き足らず、次第に自分たちの考えやアイデア
を劇の中に持ち込むようになる。劇の簡単な舞台装置は
それまで教会内部のいろんな場所に設置していたが、役
を演ずる人も増え、観客も増えていき、教会内部空間で
は収容できなくなってしまったのである。多くのニーズ
にこたえるためにも、教会の外に出て行かざるを得なく
なった。 
 こうして演劇空間は教会から本格的に町へと出て行き、
その上演の仕方も次第に世俗的になっていったのである。 
  
 14 世紀頃にはそれまで演劇を支えていた教会が人出や
財政面で非常にかかることから、演劇を支えきれなくな
る。演劇は一般人の手に渡り、英語がラテン語に変わる
など経て議会等がサポートする形で発展していった。 
イギリスの宗教劇は Mysteries(神秘劇)、Miracles(奇跡
劇)、教訓劇とある。これらはキリスト教という宗教に親
和性があるように作られた内容の劇であった。Mystery 
Play とは聖者の記述を題材とするものである。15 世紀頃
にはこの４都市の各同業者組合に完全な形の４つのサイ
クルが形成され、そのサイクルごとに場面を演じ、連続
劇として流れを作っていったのである。 
 
 15 世紀ヨーロッパ全土の町で聖書の物語を上演のサイ
クルによって生まれた町の中の演劇空間は次第に規模を
大きくして、もはや劇場空間になっていった。つまり演
劇だけを演じるのではなく、演劇の舞台空間は大きく、
その空間から流れ出したにぎわいや活気が周囲に新たな
商売等を生み出していくということである。その空間を
「マンション」と呼んだ。 
舞台装置は全て街中に設置していた。 
観客は朝早く起きて窓際の席をとったり、立ち見の場所
をとったりする。市場のまわりに設置された。賑わいは
常に近くにあったのである。 
イギリス中世時代（15 世紀半ば）に誕生した、こういっ
たマンションを使う上演は正統な劇の上演方式として、
シェイクスピア時代まで残っている。 
 それはやがてペイジェントと呼ばれる、大きな引き車
の上に造られた移動式舞台、回り舞台の形式へと発展し
ていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このような劇場空間創設はなぜ可能だったのかを考え
てみると、ここでは皆が共通の知識として知っている物
語、聖書の場面を演じているのが重要である。それぞれ
の衣裳や対話やキーワードで今聖書の中のどんな場面な
のかがわかるのである。これは今でもキリスト教圏では、
信仰の深浅は関係なく、キリストの生涯や使徒たちが何
をやったか、奇蹟はどうして起こったのかくらいは家族
の中で伝わっていくものである。だから共通知識が前提
にあり、誰もが参加できたのである。キリスト教と演劇
の発展がいかに深いかがわかる。 
 
 ここではもっとイギリス民衆の中で必然的に生まれて
きた劇場空間の「形態」に着目してペイジェントやマン
ションという移動型の劇場空間が創成されていた時期に
おいて、いわゆる定着した劇場空間はなかったかという
話になるだろう。定着の次は当然ながら常設型劇場とい
うものが生まれてくるからである。 
窓から観る客 
町の門（エルサレム
ヘロ 解説
カルヴァリー
天使が降りてくる
天
地獄の口 
図 12 ニコルのリュサーン劇に基づく想像図 
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図 シェイクスピア芝居全盛期のロンドンのシティセンター  
図 1600 年頃のカーテン座 
 劇場空間としてのペイジェントは確かに当時の民衆に
大変人気はあったが、街の中を車に乗せて引いてまわる
舞台、即ち移動舞台であった。一定期間特定の場所に定
着して行われる劇場空間である。 
 
木造の円形劇場とその内容を示した。ここではマンシ
ョンというまとまりのある演劇空間や掛け小屋が、円形
内部に設置されている。この劇場は木製の囲い（板）を
特別に地面を掘って垂直に突き刺して囲っていった。ギ
リシャ式のようにすり鉢型で観客席にかなりの高低差が
あるようなものではないが、それでも数段の高低差をつ
けて、しかもほぼ立ち見であった。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
演劇愛好家たちは、自分の名前を冠して、幾人かのグル
ープにまとめ、指導した。演者たちは地方の定期市を求
めて全国国内を行脚しているうちにセミプロ化して行っ
たのである。劇団として組織されていった rouge とか
vagabond と呼ばれ、世の指弾を受けるようになると行政
からの取締令が出て、1554 年には国内を住所も定めず渡
り歩くものは身分証明書を携帯することが求められた。
その身分証明書のかわりになるものが、貴族等の演劇愛
好家の有力者の名前を冠して一座にし、劇団を組織した
のである。 
 そしてやがては専門的恒久的な「劇場」を建設したい、
常時アクセスできる常設的な場所を確保したいと思うよ
うになった。さらに法規制が強化され、有力者の名前を
語って違法行動が続いている。現代日本において 1574 年
のロンドン以降は市当局の力の及ばない郊外に、永久的
な常設劇場を実現する運びとなる。一方、ロンドンでは
識字率も高く、奉公人でさえ趣味として読書を始めた。
またロンドンには想像力を絶えず鍛えられる場所、公共
空間としての劇場空間があった。自分の腕一本で金を稼
ごうと皆ロンドンに集まってきていたのである。 
 
宿屋の中庭を劇場空間に 
宿屋は元来旅行者ばかりでなく、近所の渡世人（賭け
師）、遊び人や快楽を求める人々の賭博等の集会所でも
あった。宿泊だけでなく、料理屋、クラブ機能もあった。 
 外側に面した壁には窓がほとんどなく、門のうち中庭
に面した側に窓があり、内側には廊下やバルコニーがあ
ることもある。市外に移った劇団の中に「レスター伯一
座」がいた。この劇団には優れた人気俳優で、元大工の
ジェイムズ・バーベイジ（James Burbage,1530/35〜1597）
がいた。テムズ河の南岸の町 Southwark(サザック)は、市
民の歓楽街の中心地だった。闘牛、闘熊（とうゆう）、
半弓、その他似た様な遊戯場があり、身分の低い市民の
盛り場で、飲食店、料理屋、売春宿が軒を連ねていた。
このサザックという場所に潜む暴力と混沌という象徴は、
不安を表象した。こういった商売はロンドン市当局や教
会、清教徒の攻撃の対象になりやすいため、Burbage はこ
の南岸を避けて北のロンドン郊外の敷地を選定した。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 私設劇場／シェイクスピア劇の舞台 The Black 
FriarsTheatre 黒僧座／The Globe Theatre (グローブ座) 
【補稿】カーテン座の遺跡発見と再開発地域の決断 
 
 
 
 
 
図 Hodges 
掛け小屋 
進行役人 
不屈の城 
マンション 
宿屋で始まる舞台に周辺の住民、野次馬が群がる 
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図アストレイはサーカスの創始者と呼ばれる。20 世紀初頭ん 
（２） 都市空間におけるサーカス劇場の存在と象徴 
 文化的地位をいくつかの国で獲得したサーカス空間を
フランスと日本の比較においても考察した。フランスの
文化政策はある行政府の人事によって大きく変わったこ
ともあるが、日本でどうして消えてしまったのか、フラ
ンスの事例にリフレクトさせて考察する。 
 フランスでサーカスの常設劇場が文化財として重要性
を認識され、常設劇場の解体が禁じられるようになった
のは、1970 年代のことである。管轄行政も変わり、新し
い芸術の萌芽に敏感で感受性の高い大臣が就任したとい
う幸運もあった。サーカステント（テントスタイルの常
設、仮設劇場）は大別して２つの方向性がある。一つは
サーカステントの専門工房や会社で作られる一般的なも
のである。これは耐久性、作業効率等実用的に優れてい
るが、デザインは画一的である。もう一つは建築家等が
デザインする one and only ものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本稿では欧州においてサーカスがどのように生まれ、そ
れを受けてフランスが独自に発展させていった経緯を追
いながら、サーカスが都市空間とうまく調和し都市の強
みやデザインをその性格の中でどのように生かしている
かについて考え、その上で創設されるも発展しなかった
日本の都市社会との相違を考察する。 
サーカス演技空間の考察 
サーカスに常設劇場が用意されていなかった時代にはサ
ーカスは移動がつきものであった。現代でも移動して演
技をするサーカス団は世界中に存在する 
 サーカスはなぜ移動しなければならなかったのか。そ
れはサーカスの宿命ともいえる、本質的にもつ特徴から
来るものである。例えば曲馬ならば円形舞台が、空中ブ
ランコや綱渡りならばそれらを設置できる天井高のある
空間と架設構造が必須となる。もしも毎回違う構造の劇
場を使うとなると毎回設置方法を予め調査し、いろいろ
と分析検討する時間や手間が必要になる。その上、そも
そもサーカス興行が物理的に可能な劇場の数等限られて
いるので開場を探すのはひと苦労である。慣れた建造物
で演じるのが最も都合が良い。 
【事例考察】サーカス劇場と周囲の空間を一体化した空想
遊戯空間の創設 
日本にサーカスはなぜ根付かなかったのか 
日本におけるサーカスはどうだろうか。1950 年代くら
いまでに生まれた日本人は皆、一度か二度は近くの空き
地に、神社の境内にテントをはったり、大きな競技場の
ようなところを使って大規模なショーを見せたり、ゾウ
などが呼び込みのために都電の横を歩いたりという記憶
があるようだ。 
 これらは同時に、見世物小屋（職業興行師としてわず
か３業者を残すだけとなっている）と同様、サーカスの
衰退の原因となる。つまり都市部には小屋を掛ける空所
を見つけるのが難しい、幼児期からトレーニングしなけ
れば技術を習得できないのに、子どもの労働年齢に関す
る各種法規制の厳格化等後継者、人材養成ができなくな
ったことがあげられる。放課後、身近にサーカスを見に
行くことができる時代の子供たちは想像力を鍛え、豊か
な時間を過ごしたと記憶されている。 
 
（３） 江戸 芝居町の形成  
 同様に芝居をする空間を創成してきた、江戸の芝居町、
猿若町も興行地が特定された背景をもとにその機能と周
辺の都市環境との関係性を考察する。 
 さらに本節では、こうした都市を構築していく政策に
Decision Maker の意図、つまり政策施行側の意図が存在
するわけで、その意図と当時の社会情勢、そして後々ま
でその政策意図がどのように都市に影響を与えてきたか
を見る。 
勧進帳をはじめとして江戸開府より以前に劇場空間、
興行空間というのは生まれていたが、今日私たちが認識
する劇場というものは、それも日本固有の空間で考える
のなら、それはやはり芝居町であるに違いない。 
まず、芝居町が形成されていく江戸の空間構成から見
ていくことにする。芝居の観劇は比較的裕福な江戸市民
において日常性と切り離された異空間への遊興として楽
しんでいたことが、現存する絵図に多く描かれている。
また実際に芝居見物に出かけた人の日記、記録もあり、
それによると劇場空間は、芝居小屋に近づく過程からす
でに始まっていることがわかる。 
 
芝居町の空間構成 座と周辺施設 
天保 14 年（1843 年）、江戸には人気実力ともに高い芸
能芝居集団の江戸三座（中村座、市村座、河原崎座（森
田1座の控え櫓）がいたが、これら三座が浅草猿若町に移
転して江戸の芝居町を形成していった。 
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江戸錦絵には三座が並んで立って幟を上げている姿がと
らえられているが、一座に一丁の街区が該当するのだと
すると、街区構成や座の間口の大きさも気になってきた。
さらに絵を見ると並び立つ三座の向かいに薩摩座、結城
座といった人形浄瑠璃の劇場があることがわかる。 
 劇場を囲むようにして周囲には芝居茶屋が軒を連ね、
その外側に役者や劇場関係者の住宅があった。芝居町と
は、このように劇場を中心とする歓楽街であり、付属す
る芝居茶屋や芝居関係者の住居が建てられた一帯を呼ん
だのである。 
 
江戸の芝居町の場所の特定の経緯 
 中橋の焼失は興行街への移転を図る好機となったのだ
ろう。町民の定着のため、市街地への中心部での興行を
黙認していながらいざ都市形成が進んでいくと、自由民
を流れて一所に定着しない芸能民を特定地へ囲い込んだ
ということなのだろう。 
1842 年（天保 13 年）に猿若町への移転命令の言い渡し
を行った。猿若町の名称は、江戸歌舞伎発祥の名誉を自
他ともに認められていた中村座の元祖猿若上勘三郎の姓
に由来する。 
 このように江戸の芝居町は初期には為政者により人為
的に形成され、後期は政治的意図に基づく弾圧により強
制的に作り出されたといえる（小笠原、1992 年）。 
遊楽、歓楽を「悪」とみなす為政者、権力者の眼から
すると寺社もまた現世的解放が実現されるハレの持続す
る空間である。 
 第三章の日本劇場史で述べたように宮地芝居に寺社の
境内が利用されたのはそういうところにあった。死者の
鎮魂のためにこそ芸能は演じられ、地獄と深い関わりを
もつ寺社が当然芸能を演じなければならなかったのであ
る。こうして地獄との接点を有する寺社が次第に芸能興
行の場として定着していく傾向があった。悪所とされ、
市井に離れた場所に島のように囲い込まれ、独特の場所
の存在を出していた芝居町の不安の表象は、地獄に近い
寺社の場所の象徴としての場面に現れるのである。 
そこにはいかがわしさや曖昧さがある。 
 芝居町の劇場空間をどう定義するか 
 朝倉摂が強調する「そこ（劇場空間）までくる観客の
気持ちの流れ」こそ、劇場空間の一部なのである。街の
風景や景観が芝居の一部を形成し、開幕を告げているの
である。江戸時代の芝居町はたしかにそのための有効な
機能を受け持っていた。 
 江戸時代の芝居見物や見世物小屋の見物をどうしてあ
れほど楽しめていたのか、と考えると、それにしても役
者に親しみを感じられるほど近く、昭和の小劇場にも似
た、肉体的追体験があったように思われる。つまり、す
し詰め状態で息苦しいという肉体的な記憶も含め、本当
に活気に満ちた小さな芝居の空間だった。 
小劇場空間の役者と観客の一体感というものが、そう
いう激しいものだということを感じさせる。 
 
４） 小劇場と境内空間 1960年代の新宿に存在した不
安の表象 
 1960年代の新宿に視点を移し、そこに小劇場が生まれ、
周囲に様々な影響を与えていった熱い劇場空間について
見てみる。 
江戸開府 400 周年記念行事が街中に出始めた頃か、巷
に江戸ブームがわき起こり、その延長として東京を再考
する動きが出てきた。そこには高度成長期を終えてバブ
ルに湧き、世界第二の経済大国になった日本の首都とし
ての自信と、そこから経済の停滞、公共事業の激減、中
国の台頭による外国資本の国外流出などで活力を失った
東京に再び観光客を呼び戻そうという明確な意図のもと
に東京そのものを分析するトレンドが大きくなった。 
 そんな東京の中で、本稿のタイトルである劇場空間を、
ある時期、ある場所で最も象徴的に存在させた街が 1960
年代の新宿である。 
 そうした中で若者文化の中心を新宿が占めていくのは
60 年代に入ってからであった。その当時の新宿には実に
多種多様な若者が集まっていた。 
 まず高度成長時代において、地方から進学、就職で上
京してくる学生たちである。新宿は自然に彼らを受け入
れる溜まり場を提供することになる。今はなき風月堂に
は大学新入生や浪人中の予備校生、芸術文学志願者がた
まっていて、連日連夜若き情熱をたぎらせて熱い話をし
ているが、中心的なのは地方出身者だったようである。 
 1960 年の安保闘争、その前後の熱い政治の季節は圧倒
的な力で当時の演劇青年たちを激しい渦の中に巻き込ん
だ。1968 年 10 月には新宿駅周辺での全学連のデモが群衆
を巻き込み暴動となった。 
 怒れる若者たちは 1968年秋を過ぎた頃から学生運動が
一層過激になるにつれ、新宿が騒乱の街と化した2。69 年
の新宿西口地下広場での連日のフォーク集会など高まる
若者のエネルギーは巨大な群衆の中で互いに交錯しなが
ら無秩序に拡散していく。政治的文化的風俗的、あらゆ
る尖鋭的なものが呑み込まれ渦巻くのが 60年代の新宿だ
ったのである。 
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唐の劇場空間の大きな転機となったものは、花園神社
境内内における興行である。花園神社では劇場空間とし
て唐の紅テントの他にも、最近でも時々、珍しくなった
が見世物小屋も掛けられる。花園神社の立地特性もこれ
に大きく関係している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 花園神社は、新宿の繁華街と隣接して、新宿の雑踏と
人いきれを直接空気の中に感じることのできる表象空間
である。新宿の雑踏を身近に感じながらもぽつんと取り
残された様な神社特有の静けさのある場所である（写真）。 
 印象的な演劇の幕切れは、エンディングのときに観客
が体験する一瞬の幻である。この芝居の魅力がそこに凝
縮されている。芝居の最後は決まってテントの脇を覆っ
ている布が取り除かれる。テントの内側から外の景色を
見通すために。借景ではない。一瞬でテントの内部に漂
っていた息苦しいまでの空気、密度、色彩が全てなくな
り、眼前の視野が限りなく広がるのである。神社の樹々、
東京湾の埋め立て地の向こうにある自然を目にして舞台
を果てしなく拡げる手法である。テントならではの効果
的な演出である。 
 唐が花園神社境内で創成したかった劇場空間はどんな
ものだったのか。神社を追われていくときの思いを唐は 
「新宿という幻の町。今、私たちは新宿という最も、無差
別抽象的な平均都市に冒険の砦をつくろうと思う。この
度、私たちは花園神社から放逐された」 
 本節でとりあげるのは、そういったアングラ文化の拠
点となった、新宿にフォーカスして、この時代の新宿都
市空間を考えることである。 
新宿は場所としての象徴を永遠に失ってしまったのだ
ろうか。今の新宿にある没個性的、没場所的な劇場空間
に、演じる者と観る者、そこに集う者に緊張と緩和を生
み出す、不安の表象はない。はたしてそれは劇場空間の
本的な魅力を生み出しているのだろうか 
     
５． むすび 
 劇場空間の表象面を見る際、世界の都市で異なる時代
を切り取ってきたが、折々に横断的に触れてきたものと
して仮設建築物の存在がある。世の中には常設建築だけ
では埋めきれない隙間があり、そこで活躍するのが仮設
建築物なのではないかと思う 
 新しく変わった歌舞伎座はその点、劇場空間から一歩
外に足を踏み出した瞬間に何を持って出て来ることがで
きるのだろう。 
 劇場空間はその周縁も含めて大なり小なりいつの時代
もどこかしこに存在する。しかし、特定の街からは消え
つつあり、消滅してからは決して復元できるものではな
い。それは劇場空間がその場所に記憶され、その場所の
象徴性を帯びるからである。 
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